
熊小を残す、その先へ
 ―震災遺構の価値とコストを考える―

【大熊町の震災遺構について】
東日本大震災から十数年。被災地の多くでは復興が進み、かつての建
物は次々と姿を消しました。
しかし大熊町には、中間貯蔵施設の中などに、当時の記憶をとどめた
貴重な建造物が今も残っています。

熊小もその一つです。震災と原発事故の記憶を語り継ぐ象徴として、
残すことには大きな意味があります。
けれども「残す」ことは同時に、費用や維持の課題と向き合うことで
もあります。

〇○ブースでは、熊小をはじめとする震災遺構の価値とコストを “見
える化” しながら、「なんのために」「なにを」「どうやって」「だれが」
残していくのか――
“残す、その先” について、皆様の意見を集めるアンケートを実施して
います。

【ブース情報】
ブース番号〇番ーーーーーブースでアンケートを実施中！

回答者にはお菓子をプレゼント

写真

【今後の流れ】
①皆様の意見を収集！

【今後の流れ】
②専門家を招いてワー
キンググループを実施
し、残す方法を具体

化！

【今後の流れ】
③中間貯蔵施設内の遺
構の保存活用方針を作

成！

以下の二次元コードからメールア
ドレスをご登録頂いた方に、検討
の最新情報をお届けします！

大熊町教育委員会 生涯学習課　主催　中間貯蔵施設内遺構等保存活用方針検討事業

原裕美子 (モデル)
 

― 問い合わせ先：大熊町教育委員会 生涯学習課　TEL:����-��-����―　
※本事業は「中間貯蔵施設内遺構等保存活用方針検討事業」の一貫として実施し、事業の一部をランドブレイン㈱に委託しています。

（ランドブレイン（株）　TEL:��-����-����）

【大熊町の中間貯蔵施設区域内遺構・文化財について】

　東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故から 15 年
が経過した今でも多くの町民が避難を継続しており、歴史や文化、
記憶の継承が課題となっています。特に中間貯蔵施設区域内にお
いては、最長 2045年 3月まで立入が制限される可能性があります。
　そのため町では、中間貯蔵施設区域内の遺構・文化財の保存及
び活用について検討しています。本懇談会では、中間貯蔵施設区
域内の遺構や文化財について皆様と意見交換をさせていただきた
いと思います。ぜひご参加ください。
　参加の申込はチラシ右上の二次元バーコードから行えます。
　皆様のご参加お待ちしています。

検討の流れ▶▶▶

STEP1
みなさまと
意見交換

STEP2
方針について
議論

STEP3
委員会で
検討

有識者を招いてワーキン
ググループを実施し、中
間貯蔵施設内遺構等のあ
り方を具体化します。

今回の懇談会で町民の
皆さまのご意見を収集
します。

中間貯蔵施設区域内の遺
構等の保存活用方針につ
いて委員会を開催し、方
針（案）を策定します。

参加者
募集

参加〆切

参加申込は
コチラ

５
15（金）
12:00 まで

５
17

2026

（日）
13:30～
16:00

（受付開始 13:00～）
＜会場＞

CREVA おおくま
CREVA HALL

大熊町
中間貯蔵施設区域内
遺構・文化財を考える

町民懇談会
【プログラム】

プログラム①
中間貯蔵施設について

プログラム②
施設区域内の遺構・文化財等について

プログラム③
意見交換会

プログラム④
質疑応答

https://forms.gle/
1CJhxrmMWnCx7WvT7

（定員：先着 50 名）


